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西九州新幹線の
開業

明日を築くプロジェクトの風景♯003
▲ 写真-1 西九州新幹線開業

玉井 達毅

独立行政法人 
鉄道建設・運輸施設整備支援機構
新幹線部 九州新幹線課
総括課長補佐
たま　　い    　　たつ　 き

は
じ
め
に

　
九
州
新
幹
線
（
武
雄
温
泉・長
崎
間
）（
以

下
、
西
九
州
新
幹
線
）
は
佐
賀
県
武
雄
市

と
長
崎
県
長
崎
市
を
結
ぶ
、
線
路
延
長
約

66
㎞
の
路
線
で
あ
り
、
令
和
4
年
9
月
23

日
に
開
業
を
迎
え
ま
し
た
（
写
真-

1
）。

　
西
九
州
新
幹
線
は
新
幹
線
鉄
道
規
格
新

線
（
ス
ー
パ
ー
特
急
）
と
し
て
平
成
20
年
3

月
に
工
事
実
施
計
画
（
そ
の
1
）（
武
雄
温

泉
・
諫
早
間
）
の
認
可
を
受
け
工
事
に
着

手
し
、
平
成
24
年
6
月
に
フ
ル
規
格
と
し
て

諫
早
・
長
崎
間
も
追
加
さ
れ
工
事
実
施
計

画
（
そ
の
1
）（
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
）
の

追
加
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
建
築
、
軌
道
、
電
気
、
機
械

な
ど
の
設
備
工
事
に
つ
い
て
平
成
29
年
5
月

に
工
事
実
施
計
画
（
そ
の
2
）（
武
雄
温
泉
・

長
崎
間
）
の
認
可
を
受
け
、
設
備
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
。

　
西
九
州
新
幹
線
に
お
い
て
、
経
由
地
と
し

て
佐
賀
県
の
武
雄
市
、
嬉
野
市
、
長
崎
県

の
東
彼
杵
町
、
大
村
市
、
諫
早
市
、
長
崎

市
の
2
県
5
市
1
町
を
通
過
し
ま
す
（
図

-

１
）。
そ
の
う
ち
約
6
割
を
ト
ン
ネ
ル
が
占

め
て
お
り
、
明
か
り
区
間
は
橋
梁
・
高
架
橋

お
よ
び
路
盤
区
間
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

設
置
さ
れ
た
駅
は
佐
賀
県
の
武
雄
温
泉

駅
、
嬉
野
温
泉
駅
、
長
崎
県
の
新
大
村
駅
、

諫
早
駅
、
長
崎
駅
の
5
駅
で
す
。
な
お
、
武

雄
温
泉
駅
は
対
面
乗
換
方
式
で
の
開
業
の

た
め
、
新
幹
線
と
在
来
線
を
同
一ホ
ー
ム
で

乗
換
で
き
る
構
造
と
し
て
い
ま
す
。
西
九
州

新
幹
線
の
開
業
に
あ
た
り
、
武
雄
温
泉
〜

長
崎
間
の
所
要
時
間
は
最
速
23
分
と
な
り
、

そ
れ
に
伴
い
、
博
多
〜
長
崎
間
は
30
分
短
縮

さ
れ
最
速
１
時
間
20
分
、
新
大
阪
〜
長
崎

間
は
最
速
3
時
間
59
分
で
移
動
可
能
で
す
。

橋
梁
の
概
要

　
橋
梁
は
R
C
桁
、P
C
･
P
P
C
桁
と
鋼
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
合
成
桁
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

R
C
桁
は
耐
久
性
の
観
点
か
ら
ひ
び
割
れ
を

考
慮
し
て
橋
長
8
ｍ
〜
最
大
20
m
ま
で
と
し
、 

12
m
以
下
の
R
C
桁
で
高
架
橋
の
ゲ
ル
バ
ー

桁
に
採
用
さ
れ
る
場
合
は
2
主
桁
、
15
、
20

ｍ
桁
は
4
主
桁
と
し
て
い
ま
す
。

　
P
C
･
P
P
C
構
造
の
う
ち
単
純
桁
で
は

経
済
性
と
ク
リ
ー
プ
変
形
の
観
点
か
ら

P
P
C
構
造
を
用
い
、
下
路
桁
の
場
合
は
、

下
ス
ラ
ブ
横
締
め
鋼
材
の
定
着
部
で
あ
る
主

桁
下
部
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
す
る
の
を
避
け

る
た
め
、
P
C
構
造
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

連
続
桁
は
、
支
点
上
の
負
の
曲
げ
モ
ー
メ
ン

ト
に
よ
り
桁
上
面
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
す
る

の
を
避
け
る
た
め
、
負
の
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト

区
間
に
対
し
て
は
P
C
構
造
と
し
、
正
の
曲

げ
モ
ー
メ
ン
ト
区
間
に
対
し
て
は
P
P
C
構

造
と
し
て
い
ま
す
。
橋
長
25
〜
45
ｍ
を
T
形

桁
と
し
、
25
〜
35
ｍ
桁
は
4
主
桁
、
40
〜
45

m
桁
は
桁
下
空
頭
の
確
保
と
桁
重
量
の
制
限

か
ら
、
桁
高
を
抑
え
る
た
め
に
6
主
桁
と
し

ま
し
た
。

　
橋
長
45
〜
60
ｍ
の
P
C
桁
は
箱
形
桁
と
し

て
い
ま
す
。
河
川
部
の
橋
梁
は
橋
脚
設
置
位

置
の
制
約
を
受
け
長
ス
パ
ン
と
な
る
た
め
、

P
C
連
続
桁
を
適
用
し
、
桁
高
制
限
が
厳
し

い
箇
所
は
、
鉄
道
に
特
有
の
橋
梁
構
造
形
式

と
し
て
、
P
C
下
路
桁
を
採
用
し
ま
し
た
。

　
西
九
州
新
幹
線
は
在
来
線
、
路
面
電
車

お
よ
び
国
道
と
並
行
も
し
く
は
交
差
す
る
区

間
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
浅
い
斜
角
で
交

差
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

交
差
箇
所
で
は
、
線
路
閉
鎖
あ
る
い
は
通
行

止
め
に
よ
り
桁
を
架
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
重
量
が
軽
く
架
設
が
容
易
な
鋼
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
合
成
桁
を
適
用
し
ま
し
た
。

合
成
桁
に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
連
続
桁
と

し
、
耐
震
性
、
経
済
性
を
高
め
ま
し
た
。

代
表
的
な
橋
梁
の
概
要

①
第
2
本
明
川
橋
梁

　
第
2
本
明
川
橋
梁
は
長
崎
県
諫
早
市
に

位
置
し
、一
級
河
川
本
明
川
や
市
道
、
河
川

の
管
理
用
通
路
を
横
断
す
る
橋
長
2
6
5
m

の
橋
梁
で
す
（
写
真-

2
）。
本
橋
梁
は
本

明
川
と
浅
い
角
度
で
交
差
し
た
線
形
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
河
川
管
理
者
と
の
協
議

に
よ
り
、
河
川
内
へ
の
橋
脚
の
設
置
を
避
け

る
必
要
が
あ
り
、
河
川
交
差
部
の
支
間
長
は

1
1
5
ｍ
、
ス
パン
割
は
75
ｍ
+
1
1
5
ｍ
+

75
ｍ
と
な
り
ま
し
た
。
支
間
長
1
1
5
ｍ
は

整
備
新
幹
線
の
既
開
業
の
連
続
P
C
桁
橋
で

は
最
長
ス
パン
で
す
。

　
本
橋
梁
は
交
差
道
路
と
4
・
6
m
の
空
頭

を
確
保
す
る
条
件
で
過
去
に
整
備
新
幹
線
で

建
設
し
た
長
大
橋
の
施
工
実
績
を
勘
案
し
て
、

P
C
連
続
ラ
ー
メ
ン
橋
と
P
C
連
続
箱
型
桁

の
２
ケ
ー
ス
で
比
較
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

P
C
連
続
ラ
ー
メ
ン
橋
の
場
合
は
、
中
間
橋

脚
に
支
承
・
ス
ト
ッ
パー
が
不
要
と
な
り
維
持

管
理
性
に
優
れ
る
も
の
の
、
ラ
ー
メ
ン
構
造

を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
中
間
橋
脚
の
脚
高

を
高
く
す
る
た
め
に
基
礎
を
深
く
す
る
必
要

が
あ
り
、
結
果
と
し
て
基
礎
の
掘
削
量
が
増

大
す
る
な
ど
経
済
性
で
不
利
と
な
り
ま
す
。一

方
の
P
C
連
続
箱
型
桁
の
場
合
は
、
大
型
の

支
承
・
ス
ト
ッ
パー
が
必
要
と
な
る
た
め
維
持

管
理
性
に
は
不
利
で
す
が
、
浅
い
位
置
に
橋

脚
基
礎
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら

掘
削
量
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

中
間
橋
脚
の
躯
体
の
高
さ
を
低
く
で
き
る
た

め
、
コン
ク
リ
ー
ト
容
積
が
少
な
く
な
る
点
で

も
経
済
的
で
す
。こ
れ
ら
を
総
合
的
に
判
断
し
、

P
C
連
続
箱
型
桁
形
式
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

上
部
工
の
施
工
は
両
側
張
出
し
を
採
用

し
ま
し
た
。
図-

2
に
両
側
張
出
し
施
工
の

概
要
図
を
示
し
ま
す
。
張
出
部
は
P
2
、

P
3
橋
脚
と
も
に
17
ブ
ロ
ッ
ク
を
張
出
す
こ

と
と
し
ま
し
た
。

②
よ
し
川
橋
梁

　

 

よ
し
川
橋
梁
は
長
崎
県
大
村
市
を
流

れ
る
二
級
河
川
よ
し
川
を
渡
河
す
る
橋
梁

で
あ
り
、
地
形
条
件
な
ど
か
ら
中
間
部
に

馬
桁
構
造
を
採
用
し
ま
し
た
。
馬
桁
支
間

長
31
m
は
、
整
備
新
幹
線
と
し
て
は
最
長

の
2
径
間
連
続
馬
桁
一
体
Ｐ
Ｃ
箱
桁
橋
で

す
（
写
真-

3
）。

　

橋
梁
形
式
の
選
定
で
は
、
よ
し
川
が
小

規
模
河
川
で
あ
る
た
め
に
河
川
付
替
え

（
流
路
の
変
更
）
も
視
野
に
入
れ
た
比
較

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
河
川
付
替
え
を

行
っ
た
場
合
の
P
P
C
単
純
箱
桁
や
２
径

間
連
続
合
成
桁
、
単
純
合
成
桁
な
ど
と
比

較
し
た
結
果
、
経
済
性
や
施
工
性
か
ら
馬

桁
一
体
式
Ｐ
Ｃ
箱
桁
を
採
用
し
ま
し
た
。

ス
パ
ン
割
り
は
よ
し
川
と
管
理
用
通
路
を

合
わ
せ
た
幅
23
・
5
m
を
左
13
度
の
鋭
角

で
交
差
す
る
た
め
、
橋
長
1
4
0
m
の
長

大
橋
と
な
り
ま
し
た
。
管
理
用
通
路
と
橋

脚
躯
体
の
離
隔
を
極
力
狭
く
す
る
こ
と
で

橋
長
を
可
能
な
限
り
短
く
し
て
い
ま
す
が
、

新
幹
線
の
２
径
間
連
続
馬
桁
一
体
Ｐ
Ｃ
箱

桁
橋
で
は
最
長
で
す
。

　

本
橋
梁
は
図-

3
に
示
す
よ
う
に
橋
長

が
長
く
、
ス
パ
ン
31
m
の
P
C
構
造
の
馬

桁
は
最
大
級
あ
る
こ
と
か
ら
地
震
時
の
挙

動
が
複
雑
に
な
る
た
め
、
耐
震
設
計
に
お

い
て
は
静
的
非
線
形
解
析
に
加
え
、
三
次

元
時
刻
歴
応
答
解
析
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
施
工
時
に
は
、
河
川
を
跨
ぐ
橋
梁

で
あ
る
た
め
、
河
川
上
に
仮
設
構
台
に
よ

る
河
川
覆
工
を
設
置
し
て
支
保
工
基
礎
と

し
ま
し
た
。
上
部
工
の
施
工
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
を
全
6
ロ
ッ
ト
に
分
割
し
て

行
い
、
支
保
工
部
の
支
持
杭
（
Ｈ
鋼
）
は

橋
梁
施
工
後
に
す
べ
て
撤
去
す
る
よ
う
計

画
し
ま
し
た
。
馬
桁
部
は
設
置
さ
れ
る
Ｐ

Ｃ
鋼
材
が
大
容
量
（
19
S
15
・
2
）
で
、

水
平
方
向
の
プ
レ
ス
ト
レ
ス
力
が
非
常
に

大
き
い
た
め
、
水
平
打
継
目
は
設
け
ず
鉛

直
打
継
目
の
み
を
設
け
ま
し
た
。
主
桁
を

構
成
す
る
箱
桁
部
で
は
、
下
床
版
お
よ
び

ウ
ェ
ブ
を
同
時
に
打
設
し
、
そ
の
後
、
箱

桁
内
部
の
支
保
工
を
組
立
て
て
上
床
版
を

施
工
し
ま
し
た
。

③
原
種
架
道
橋

　

長
崎
県
諫
早
市
に
あ
る
原
種
架
道
橋（
写

真-

4
）
は
起
終
点
方
を
ト
ン
ネ
ル
に
挟
ま

れ
た
橋
長
30
m
の
G
R
S
一
体
橋
梁
で
す
。

G
R
S
はGeosynthetic-Reinforced 

Soil

（
補
強
土
）
の
略
称
で
あ
り
、
G
R
S

一
体
橋
梁
は
図-

4
に
示
す
よ
う
に
橋
桁

と
G
R
S
橋
台
が
一
体
化
し
た
門
型
の
橋

梁
で
す
。
こ
の
構
造
は
こ
れ
ま
で
分
離
さ

れ
て
い
た
桁
・
橋
台
・
背
面
盛
土
の
三
者

に
つ
い
て
補
強
材
を
介
し
て
構
造
的
に
一

体
化
し
た
不
静
定
構
造
物
で
あ
り
、
高
い

耐
震
性
と
保
守
性
を
向
上
さ
せ
た
イ
ン
テ

グ
ラ
ル
橋
梁
で
す
。
G
R
S
一
体
橋
梁
の

施
工
順
序
は
補
強
土
橋
台
と
同
様
、
補
強

盛
土
を
施
工
し
た
後
に
橋
台
壁
お
よ
び
桁

部
を
構
築
す
る
た
め
、
橋
台
背
面
盛
土
の

不
同
沈
下
の
影
響
を
大
幅
に
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

本
橋
は
高
規
格
道
路
で
あ
る
島
原
道
路

を
1
径
間
で
跨
ぎ
ス
パ
ン
が
長
い
た
め
、

G
R
S
一
体
橋
梁
の
橋
桁
に
初
め
て
P
C

構
造
を
採
用
し
ま
し
た
。 

　

図-

5
に
原
種
架
道
橋
の
概
要
図
を
示

し
ま
す
。
G
R
S
一
体
橋
梁
は
、
門
型
橋

梁
と
ア
プ
ロ
ー
チ
ブ
ロ
ッ
ク
が
ジ
オ
テ
キ

ス
タ
イ
ル
を
介
し
て
接
合
し
た
構
造
で
す
。

橋
桁
が
R
C
構
造
の
場
合
は
、
橋
桁
の
温

度
伸
縮
量
と
乾
燥
収
縮
量
が
ジ
オ
テ
キ
ス

タ
イ
ル
の
引
張
変
形
量
に
相
当
し
ま
す
が
、

P
C
構
造
の
場
合
は
ク
リ
ー
プ
変
形
が
さ

ら
に
加
わ
り
ま
す
。
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル

の
引
張
変
形
を
低
減
す
る
た
め
に
は
、
プ

レ
ス
ト
レ
ス
の
導
入
に
よ
る
弾
性
短
縮
が

▲ 図-1 西九州新幹線の平面図

橋
桁
と
橋
台
壁
を
一
体
化
す
る
前
に
完
了

し
、
一
体
化
後
も
ク
リ
ー
プ
お
よ
び
乾
燥

収
縮
が
小
さ
く
な
る
構
造
が
適
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
本
橋
は
現
地
で
製
作
し
た

主
桁
を
架
設
し
た
後
、
橋
桁
と
橋
台
壁
の

接
合
部
お
よ
び
主
桁
間
の
中
埋
め
部
を
場

所
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
施
工
す
る
構
造

と
し
ま
し
た
。
本
橋
は
「
P
C
桁
を
用
い

た
G
R
S
一
体
橋
梁
」
と
し
て
、
平
成
30

年
度
に
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
学
会
賞
「
技
術
開
発
賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
（
写
真-

5
）。

お
わ
り
に

　

整
備
計
画
の
決
定
か
ら
約
50
年
が
経
っ

た
令
和
4
年
9
月
23
日
に
、
西
九
州
新
幹

線
は
開
業
を
迎
え
ま
し
た
。
開
業
日
に
各

駅
、
各
地
域
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で

は
開
業
へ
の
喜
び
の
声
が
多
く
聞
か
れ
、

非
常
に
多
く
の
祝
福
を
受
け
西
九
州
新
幹

線
は
開
業
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

建
設
主
体
で
あ
る
鉄
道
・
運
輸
機
構
は

こ
こ
に
至
る
ま
で
国
や
自
治
体
な
ど
関
係

者
の
多
大
な
る
協
力
を
得
る
こ
と
で
、
無

事
に
完
成
・
開
業
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
西
九
州
新
幹
線
の
開
業
に
よ
り
、

観
光
を
は
じ
め
と
し
て
九
州
地
方
内
外
の

人
々
の
移
動
範
囲
が
広
が
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。
こ
の
西
九
州
新
幹
線
が
利
用

者
と
沿
線
の
方
々
に
末
長
く
愛
さ
れ
、
地

域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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▲ 写真-2 第2本明川橋梁全景

は
じ
め
に

　
九
州
新
幹
線
（
武
雄
温
泉・長
崎
間
）（
以

下
、
西
九
州
新
幹
線
）
は
佐
賀
県
武
雄
市

と
長
崎
県
長
崎
市
を
結
ぶ
、
線
路
延
長
約

66
㎞
の
路
線
で
あ
り
、
令
和
4
年
9
月
23

日
に
開
業
を
迎
え
ま
し
た
（
写
真-

1
）。

　
西
九
州
新
幹
線
は
新
幹
線
鉄
道
規
格
新

線
（
ス
ー
パ
ー
特
急
）
と
し
て
平
成
20
年
3

月
に
工
事
実
施
計
画
（
そ
の
1
）（
武
雄
温

泉
・
諫
早
間
）
の
認
可
を
受
け
工
事
に
着

手
し
、
平
成
24
年
6
月
に
フ
ル
規
格
と
し
て

諫
早
・
長
崎
間
も
追
加
さ
れ
工
事
実
施
計

画
（
そ
の
1
）（
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
）
の

追
加
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
建
築
、
軌
道
、
電
気
、
機
械

な
ど
の
設
備
工
事
に
つ
い
て
平
成
29
年
5
月

に
工
事
実
施
計
画
（
そ
の
2
）（
武
雄
温
泉
・

長
崎
間
）
の
認
可
を
受
け
、
設
備
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
。

　
西
九
州
新
幹
線
に
お
い
て
、
経
由
地
と
し

て
佐
賀
県
の
武
雄
市
、
嬉
野
市
、
長
崎
県

の
東
彼
杵
町
、
大
村
市
、
諫
早
市
、
長
崎

市
の
2
県
5
市
1
町
を
通
過
し
ま
す
（
図

-

１
）。
そ
の
う
ち
約
6
割
を
ト
ン
ネ
ル
が
占

め
て
お
り
、
明
か
り
区
間
は
橋
梁
・
高
架
橋

お
よ
び
路
盤
区
間
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

設
置
さ
れ
た
駅
は
佐
賀
県
の
武
雄
温
泉

駅
、
嬉
野
温
泉
駅
、
長
崎
県
の
新
大
村
駅
、

諫
早
駅
、
長
崎
駅
の
5
駅
で
す
。
な
お
、
武

雄
温
泉
駅
は
対
面
乗
換
方
式
で
の
開
業
の

た
め
、
新
幹
線
と
在
来
線
を
同
一ホ
ー
ム
で

乗
換
で
き
る
構
造
と
し
て
い
ま
す
。
西
九
州

新
幹
線
の
開
業
に
あ
た
り
、
武
雄
温
泉
〜

長
崎
間
の
所
要
時
間
は
最
速
23
分
と
な
り
、

そ
れ
に
伴
い
、
博
多
〜
長
崎
間
は
30
分
短
縮

さ
れ
最
速
１
時
間
20
分
、
新
大
阪
〜
長
崎

間
は
最
速
3
時
間
59
分
で
移
動
可
能
で
す
。

橋
梁
の
概
要

　
橋
梁
は
R
C
桁
、P
C
･
P
P
C
桁
と
鋼
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
合
成
桁
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

R
C
桁
は
耐
久
性
の
観
点
か
ら
ひ
び
割
れ
を

考
慮
し
て
橋
長
8
ｍ
〜
最
大
20
m
ま
で
と
し
、 

12
m
以
下
の
R
C
桁
で
高
架
橋
の
ゲ
ル
バ
ー

桁
に
採
用
さ
れ
る
場
合
は
2
主
桁
、
15
、
20

ｍ
桁
は
4
主
桁
と
し
て
い
ま
す
。

　
P
C
･
P
P
C
構
造
の
う
ち
単
純
桁
で
は

経
済
性
と
ク
リ
ー
プ
変
形
の
観
点
か
ら

P
P
C
構
造
を
用
い
、
下
路
桁
の
場
合
は
、

下
ス
ラ
ブ
横
締
め
鋼
材
の
定
着
部
で
あ
る
主

桁
下
部
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
す
る
の
を
避
け

る
た
め
、
P
C
構
造
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

連
続
桁
は
、
支
点
上
の
負
の
曲
げ
モ
ー
メ
ン

ト
に
よ
り
桁
上
面
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
す
る

の
を
避
け
る
た
め
、
負
の
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト

区
間
に
対
し
て
は
P
C
構
造
と
し
、
正
の
曲

げ
モ
ー
メ
ン
ト
区
間
に
対
し
て
は
P
P
C
構

造
と
し
て
い
ま
す
。
橋
長
25
〜
45
ｍ
を
T
形

桁
と
し
、
25
〜
35
ｍ
桁
は
4
主
桁
、
40
〜
45

m
桁
は
桁
下
空
頭
の
確
保
と
桁
重
量
の
制
限

か
ら
、
桁
高
を
抑
え
る
た
め
に
6
主
桁
と
し

ま
し
た
。

　
橋
長
45
〜
60
ｍ
の
P
C
桁
は
箱
形
桁
と
し

て
い
ま
す
。
河
川
部
の
橋
梁
は
橋
脚
設
置
位

置
の
制
約
を
受
け
長
ス
パ
ン
と
な
る
た
め
、

P
C
連
続
桁
を
適
用
し
、
桁
高
制
限
が
厳
し

い
箇
所
は
、
鉄
道
に
特
有
の
橋
梁
構
造
形
式

と
し
て
、
P
C
下
路
桁
を
採
用
し
ま
し
た
。

　
西
九
州
新
幹
線
は
在
来
線
、
路
面
電
車

お
よ
び
国
道
と
並
行
も
し
く
は
交
差
す
る
区

間
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
浅
い
斜
角
で
交

差
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

交
差
箇
所
で
は
、
線
路
閉
鎖
あ
る
い
は
通
行

止
め
に
よ
り
桁
を
架
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
重
量
が
軽
く
架
設
が
容
易
な
鋼
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
合
成
桁
を
適
用
し
ま
し
た
。

合
成
桁
に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
連
続
桁
と

し
、
耐
震
性
、
経
済
性
を
高
め
ま
し
た
。

代
表
的
な
橋
梁
の
概
要

①
第
2
本
明
川
橋
梁

　
第
2
本
明
川
橋
梁
は
長
崎
県
諫
早
市
に

位
置
し
、一
級
河
川
本
明
川
や
市
道
、
河
川

の
管
理
用
通
路
を
横
断
す
る
橋
長
2
6
5
m

の
橋
梁
で
す
（
写
真-

2
）。
本
橋
梁
は
本

明
川
と
浅
い
角
度
で
交
差
し
た
線
形
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
河
川
管
理
者
と
の
協
議

に
よ
り
、
河
川
内
へ
の
橋
脚
の
設
置
を
避
け

る
必
要
が
あ
り
、
河
川
交
差
部
の
支
間
長
は

1
1
5
ｍ
、
ス
パン
割
は
75
ｍ
+
1
1
5
ｍ
+

75
ｍ
と
な
り
ま
し
た
。
支
間
長
1
1
5
ｍ
は

整
備
新
幹
線
の
既
開
業
の
連
続
P
C
桁
橋
で

は
最
長
ス
パン
で
す
。

　
本
橋
梁
は
交
差
道
路
と
4
・
6
m
の
空
頭

を
確
保
す
る
条
件
で
過
去
に
整
備
新
幹
線
で

建
設
し
た
長
大
橋
の
施
工
実
績
を
勘
案
し
て
、

P
C
連
続
ラ
ー
メ
ン
橋
と
P
C
連
続
箱
型
桁

の
２
ケ
ー
ス
で
比
較
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

P
C
連
続
ラ
ー
メ
ン
橋
の
場
合
は
、
中
間
橋

脚
に
支
承
・
ス
ト
ッ
パー
が
不
要
と
な
り
維
持

管
理
性
に
優
れ
る
も
の
の
、
ラ
ー
メ
ン
構
造

を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
中
間
橋
脚
の
脚
高

を
高
く
す
る
た
め
に
基
礎
を
深
く
す
る
必
要

が
あ
り
、
結
果
と
し
て
基
礎
の
掘
削
量
が
増

大
す
る
な
ど
経
済
性
で
不
利
と
な
り
ま
す
。一

方
の
P
C
連
続
箱
型
桁
の
場
合
は
、
大
型
の

支
承
・
ス
ト
ッ
パー
が
必
要
と
な
る
た
め
維
持

管
理
性
に
は
不
利
で
す
が
、
浅
い
位
置
に
橋

脚
基
礎
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら

掘
削
量
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

中
間
橋
脚
の
躯
体
の
高
さ
を
低
く
で
き
る
た

め
、
コン
ク
リ
ー
ト
容
積
が
少
な
く
な
る
点
で

も
経
済
的
で
す
。こ
れ
ら
を
総
合
的
に
判
断
し
、

P
C
連
続
箱
型
桁
形
式
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

上
部
工
の
施
工
は
両
側
張
出
し
を
採
用

し
ま
し
た
。
図-

2
に
両
側
張
出
し
施
工
の

概
要
図
を
示
し
ま
す
。
張
出
部
は
P
2
、

P
3
橋
脚
と
も
に
17
ブ
ロ
ッ
ク
を
張
出
す
こ

と
と
し
ま
し
た
。

②
よ
し
川
橋
梁

　

 

よ
し
川
橋
梁
は
長
崎
県
大
村
市
を
流

れ
る
二
級
河
川
よ
し
川
を
渡
河
す
る
橋
梁

で
あ
り
、
地
形
条
件
な
ど
か
ら
中
間
部
に

馬
桁
構
造
を
採
用
し
ま
し
た
。
馬
桁
支
間

長
31
m
は
、
整
備
新
幹
線
と
し
て
は
最
長

の
2
径
間
連
続
馬
桁
一
体
Ｐ
Ｃ
箱
桁
橋
で

す
（
写
真-

3
）。

　

橋
梁
形
式
の
選
定
で
は
、
よ
し
川
が
小

規
模
河
川
で
あ
る
た
め
に
河
川
付
替
え

（
流
路
の
変
更
）
も
視
野
に
入
れ
た
比
較

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
河
川
付
替
え
を

行
っ
た
場
合
の
P
P
C
単
純
箱
桁
や
２
径

間
連
続
合
成
桁
、
単
純
合
成
桁
な
ど
と
比

較
し
た
結
果
、
経
済
性
や
施
工
性
か
ら
馬

桁
一
体
式
Ｐ
Ｃ
箱
桁
を
採
用
し
ま
し
た
。

ス
パ
ン
割
り
は
よ
し
川
と
管
理
用
通
路
を

合
わ
せ
た
幅
23
・
5
m
を
左
13
度
の
鋭
角

で
交
差
す
る
た
め
、
橋
長
1
4
0
m
の
長

大
橋
と
な
り
ま
し
た
。
管
理
用
通
路
と
橋

脚
躯
体
の
離
隔
を
極
力
狭
く
す
る
こ
と
で

橋
長
を
可
能
な
限
り
短
く
し
て
い
ま
す
が
、

新
幹
線
の
２
径
間
連
続
馬
桁
一
体
Ｐ
Ｃ
箱

桁
橋
で
は
最
長
で
す
。

　

本
橋
梁
は
図-

3
に
示
す
よ
う
に
橋
長

が
長
く
、
ス
パ
ン
31
m
の
P
C
構
造
の
馬

桁
は
最
大
級
あ
る
こ
と
か
ら
地
震
時
の
挙

動
が
複
雑
に
な
る
た
め
、
耐
震
設
計
に
お

い
て
は
静
的
非
線
形
解
析
に
加
え
、
三
次

元
時
刻
歴
応
答
解
析
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
施
工
時
に
は
、
河
川
を
跨
ぐ
橋
梁

で
あ
る
た
め
、
河
川
上
に
仮
設
構
台
に
よ

る
河
川
覆
工
を
設
置
し
て
支
保
工
基
礎
と

し
ま
し
た
。
上
部
工
の
施
工
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
を
全
6
ロ
ッ
ト
に
分
割
し
て

行
い
、
支
保
工
部
の
支
持
杭
（
Ｈ
鋼
）
は

橋
梁
施
工
後
に
す
べ
て
撤
去
す
る
よ
う
計

画
し
ま
し
た
。
馬
桁
部
は
設
置
さ
れ
る
Ｐ

Ｃ
鋼
材
が
大
容
量
（
19
S
15
・
2
）
で
、

水
平
方
向
の
プ
レ
ス
ト
レ
ス
力
が
非
常
に

大
き
い
た
め
、
水
平
打
継
目
は
設
け
ず
鉛

直
打
継
目
の
み
を
設
け
ま
し
た
。
主
桁
を

構
成
す
る
箱
桁
部
で
は
、
下
床
版
お
よ
び

ウ
ェ
ブ
を
同
時
に
打
設
し
、
そ
の
後
、
箱

桁
内
部
の
支
保
工
を
組
立
て
て
上
床
版
を

施
工
し
ま
し
た
。

③
原
種
架
道
橋

　

長
崎
県
諫
早
市
に
あ
る
原
種
架
道
橋（
写

真-

4
）
は
起
終
点
方
を
ト
ン
ネ
ル
に
挟
ま

れ
た
橋
長
30
m
の
G
R
S
一
体
橋
梁
で
す
。

G
R
S
はGeosynthetic-Reinforced 

Soil

（
補
強
土
）
の
略
称
で
あ
り
、
G
R
S

一
体
橋
梁
は
図-

4
に
示
す
よ
う
に
橋
桁

と
G
R
S
橋
台
が
一
体
化
し
た
門
型
の
橋

梁
で
す
。
こ
の
構
造
は
こ
れ
ま
で
分
離
さ

れ
て
い
た
桁
・
橋
台
・
背
面
盛
土
の
三
者

に
つ
い
て
補
強
材
を
介
し
て
構
造
的
に
一

体
化
し
た
不
静
定
構
造
物
で
あ
り
、
高
い

耐
震
性
と
保
守
性
を
向
上
さ
せ
た
イ
ン
テ

グ
ラ
ル
橋
梁
で
す
。
G
R
S
一
体
橋
梁
の

施
工
順
序
は
補
強
土
橋
台
と
同
様
、
補
強

盛
土
を
施
工
し
た
後
に
橋
台
壁
お
よ
び
桁

部
を
構
築
す
る
た
め
、
橋
台
背
面
盛
土
の

不
同
沈
下
の
影
響
を
大
幅
に
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

本
橋
は
高
規
格
道
路
で
あ
る
島
原
道
路

を
1
径
間
で
跨
ぎ
ス
パ
ン
が
長
い
た
め
、

G
R
S
一
体
橋
梁
の
橋
桁
に
初
め
て
P
C

構
造
を
採
用
し
ま
し
た
。 

　

図-

5
に
原
種
架
道
橋
の
概
要
図
を
示

し
ま
す
。
G
R
S
一
体
橋
梁
は
、
門
型
橋

梁
と
ア
プ
ロ
ー
チ
ブ
ロ
ッ
ク
が
ジ
オ
テ
キ

ス
タ
イ
ル
を
介
し
て
接
合
し
た
構
造
で
す
。

橋
桁
が
R
C
構
造
の
場
合
は
、
橋
桁
の
温

度
伸
縮
量
と
乾
燥
収
縮
量
が
ジ
オ
テ
キ
ス

タ
イ
ル
の
引
張
変
形
量
に
相
当
し
ま
す
が
、

P
C
構
造
の
場
合
は
ク
リ
ー
プ
変
形
が
さ

ら
に
加
わ
り
ま
す
。
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル

の
引
張
変
形
を
低
減
す
る
た
め
に
は
、
プ

レ
ス
ト
レ
ス
の
導
入
に
よ
る
弾
性
短
縮
が

▲ 図-2 両側張出し施工概要図

橋
桁
と
橋
台
壁
を
一
体
化
す
る
前
に
完
了

し
、
一
体
化
後
も
ク
リ
ー
プ
お
よ
び
乾
燥

収
縮
が
小
さ
く
な
る
構
造
が
適
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
本
橋
は
現
地
で
製
作
し
た

主
桁
を
架
設
し
た
後
、
橋
桁
と
橋
台
壁
の

接
合
部
お
よ
び
主
桁
間
の
中
埋
め
部
を
場

所
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
施
工
す
る
構
造

と
し
ま
し
た
。
本
橋
は
「
P
C
桁
を
用
い

た
G
R
S
一
体
橋
梁
」
と
し
て
、
平
成
30

年
度
に
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
学
会
賞
「
技
術
開
発
賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
（
写
真-

5
）。

お
わ
り
に

　

整
備
計
画
の
決
定
か
ら
約
50
年
が
経
っ

た
令
和
4
年
9
月
23
日
に
、
西
九
州
新
幹

線
は
開
業
を
迎
え
ま
し
た
。
開
業
日
に
各

駅
、
各
地
域
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で

は
開
業
へ
の
喜
び
の
声
が
多
く
聞
か
れ
、

非
常
に
多
く
の
祝
福
を
受
け
西
九
州
新
幹

線
は
開
業
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

建
設
主
体
で
あ
る
鉄
道
・
運
輸
機
構
は

こ
こ
に
至
る
ま
で
国
や
自
治
体
な
ど
関
係

者
の
多
大
な
る
協
力
を
得
る
こ
と
で
、
無

事
に
完
成
・
開
業
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
西
九
州
新
幹
線
の
開
業
に
よ
り
、

観
光
を
は
じ
め
と
し
て
九
州
地
方
内
外
の

人
々
の
移
動
範
囲
が
広
が
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。
こ
の
西
九
州
新
幹
線
が
利
用

者
と
沿
線
の
方
々
に
末
長
く
愛
さ
れ
、
地

域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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は
じ
め
に

　
九
州
新
幹
線
（
武
雄
温
泉・長
崎
間
）（
以

下
、
西
九
州
新
幹
線
）
は
佐
賀
県
武
雄
市

と
長
崎
県
長
崎
市
を
結
ぶ
、
線
路
延
長
約

66
㎞
の
路
線
で
あ
り
、
令
和
4
年
9
月
23

日
に
開
業
を
迎
え
ま
し
た
（
写
真-

1
）。

　
西
九
州
新
幹
線
は
新
幹
線
鉄
道
規
格
新

線
（
ス
ー
パ
ー
特
急
）
と
し
て
平
成
20
年
3

月
に
工
事
実
施
計
画
（
そ
の
1
）（
武
雄
温

泉
・
諫
早
間
）
の
認
可
を
受
け
工
事
に
着

手
し
、
平
成
24
年
6
月
に
フ
ル
規
格
と
し
て

諫
早
・
長
崎
間
も
追
加
さ
れ
工
事
実
施
計

画
（
そ
の
1
）（
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
）
の

追
加
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
建
築
、
軌
道
、
電
気
、
機
械

な
ど
の
設
備
工
事
に
つ
い
て
平
成
29
年
5
月

に
工
事
実
施
計
画
（
そ
の
2
）（
武
雄
温
泉
・

長
崎
間
）
の
認
可
を
受
け
、
設
備
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
。

　
西
九
州
新
幹
線
に
お
い
て
、
経
由
地
と
し

て
佐
賀
県
の
武
雄
市
、
嬉
野
市
、
長
崎
県

の
東
彼
杵
町
、
大
村
市
、
諫
早
市
、
長
崎

市
の
2
県
5
市
1
町
を
通
過
し
ま
す
（
図

-

１
）。
そ
の
う
ち
約
6
割
を
ト
ン
ネ
ル
が
占

め
て
お
り
、
明
か
り
区
間
は
橋
梁
・
高
架
橋

お
よ
び
路
盤
区
間
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

設
置
さ
れ
た
駅
は
佐
賀
県
の
武
雄
温
泉

駅
、
嬉
野
温
泉
駅
、
長
崎
県
の
新
大
村
駅
、

諫
早
駅
、
長
崎
駅
の
5
駅
で
す
。
な
お
、
武

雄
温
泉
駅
は
対
面
乗
換
方
式
で
の
開
業
の

た
め
、
新
幹
線
と
在
来
線
を
同
一ホ
ー
ム
で

乗
換
で
き
る
構
造
と
し
て
い
ま
す
。
西
九
州

新
幹
線
の
開
業
に
あ
た
り
、
武
雄
温
泉
〜

長
崎
間
の
所
要
時
間
は
最
速
23
分
と
な
り
、

そ
れ
に
伴
い
、
博
多
〜
長
崎
間
は
30
分
短
縮

さ
れ
最
速
１
時
間
20
分
、
新
大
阪
〜
長
崎

間
は
最
速
3
時
間
59
分
で
移
動
可
能
で
す
。

橋
梁
の
概
要

　
橋
梁
は
R
C
桁
、P
C
･
P
P
C
桁
と
鋼
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
合
成
桁
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

R
C
桁
は
耐
久
性
の
観
点
か
ら
ひ
び
割
れ
を

考
慮
し
て
橋
長
8
ｍ
〜
最
大
20
m
ま
で
と
し
、 

12
m
以
下
の
R
C
桁
で
高
架
橋
の
ゲ
ル
バ
ー

桁
に
採
用
さ
れ
る
場
合
は
2
主
桁
、
15
、
20

ｍ
桁
は
4
主
桁
と
し
て
い
ま
す
。

　
P
C
･
P
P
C
構
造
の
う
ち
単
純
桁
で
は

経
済
性
と
ク
リ
ー
プ
変
形
の
観
点
か
ら

P
P
C
構
造
を
用
い
、
下
路
桁
の
場
合
は
、

下
ス
ラ
ブ
横
締
め
鋼
材
の
定
着
部
で
あ
る
主

桁
下
部
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
す
る
の
を
避
け

る
た
め
、
P
C
構
造
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

連
続
桁
は
、
支
点
上
の
負
の
曲
げ
モ
ー
メ
ン

ト
に
よ
り
桁
上
面
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
す
る

の
を
避
け
る
た
め
、
負
の
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト

区
間
に
対
し
て
は
P
C
構
造
と
し
、
正
の
曲

げ
モ
ー
メ
ン
ト
区
間
に
対
し
て
は
P
P
C
構

造
と
し
て
い
ま
す
。
橋
長
25
〜
45
ｍ
を
T
形

桁
と
し
、
25
〜
35
ｍ
桁
は
4
主
桁
、
40
〜
45

m
桁
は
桁
下
空
頭
の
確
保
と
桁
重
量
の
制
限

か
ら
、
桁
高
を
抑
え
る
た
め
に
6
主
桁
と
し

ま
し
た
。

　
橋
長
45
〜
60
ｍ
の
P
C
桁
は
箱
形
桁
と
し

て
い
ま
す
。
河
川
部
の
橋
梁
は
橋
脚
設
置
位

置
の
制
約
を
受
け
長
ス
パ
ン
と
な
る
た
め
、

P
C
連
続
桁
を
適
用
し
、
桁
高
制
限
が
厳
し

い
箇
所
は
、
鉄
道
に
特
有
の
橋
梁
構
造
形
式

と
し
て
、
P
C
下
路
桁
を
採
用
し
ま
し
た
。

　
西
九
州
新
幹
線
は
在
来
線
、
路
面
電
車

お
よ
び
国
道
と
並
行
も
し
く
は
交
差
す
る
区

間
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
浅
い
斜
角
で
交

差
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

交
差
箇
所
で
は
、
線
路
閉
鎖
あ
る
い
は
通
行

止
め
に
よ
り
桁
を
架
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
重
量
が
軽
く
架
設
が
容
易
な
鋼
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
合
成
桁
を
適
用
し
ま
し
た
。

合
成
桁
に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
連
続
桁
と

し
、
耐
震
性
、
経
済
性
を
高
め
ま
し
た
。

代
表
的
な
橋
梁
の
概
要

①
第
2
本
明
川
橋
梁

　
第
2
本
明
川
橋
梁
は
長
崎
県
諫
早
市
に

位
置
し
、一
級
河
川
本
明
川
や
市
道
、
河
川

の
管
理
用
通
路
を
横
断
す
る
橋
長
2
6
5
m

の
橋
梁
で
す
（
写
真-

2
）。
本
橋
梁
は
本

明
川
と
浅
い
角
度
で
交
差
し
た
線
形
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
河
川
管
理
者
と
の
協
議

に
よ
り
、
河
川
内
へ
の
橋
脚
の
設
置
を
避
け

る
必
要
が
あ
り
、
河
川
交
差
部
の
支
間
長
は

1
1
5
ｍ
、
ス
パン
割
は
75
ｍ
+
1
1
5
ｍ
+

75
ｍ
と
な
り
ま
し
た
。
支
間
長
1
1
5
ｍ
は

整
備
新
幹
線
の
既
開
業
の
連
続
P
C
桁
橋
で

は
最
長
ス
パン
で
す
。

　
本
橋
梁
は
交
差
道
路
と
4
・
6
m
の
空
頭

を
確
保
す
る
条
件
で
過
去
に
整
備
新
幹
線
で

建
設
し
た
長
大
橋
の
施
工
実
績
を
勘
案
し
て
、

P
C
連
続
ラ
ー
メ
ン
橋
と
P
C
連
続
箱
型
桁

の
２
ケ
ー
ス
で
比
較
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

P
C
連
続
ラ
ー
メ
ン
橋
の
場
合
は
、
中
間
橋

脚
に
支
承
・
ス
ト
ッ
パー
が
不
要
と
な
り
維
持

管
理
性
に
優
れ
る
も
の
の
、
ラ
ー
メ
ン
構
造

を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
中
間
橋
脚
の
脚
高

を
高
く
す
る
た
め
に
基
礎
を
深
く
す
る
必
要

が
あ
り
、
結
果
と
し
て
基
礎
の
掘
削
量
が
増

大
す
る
な
ど
経
済
性
で
不
利
と
な
り
ま
す
。一

方
の
P
C
連
続
箱
型
桁
の
場
合
は
、
大
型
の

支
承
・
ス
ト
ッ
パー
が
必
要
と
な
る
た
め
維
持

管
理
性
に
は
不
利
で
す
が
、
浅
い
位
置
に
橋

脚
基
礎
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら

掘
削
量
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

中
間
橋
脚
の
躯
体
の
高
さ
を
低
く
で
き
る
た

め
、
コン
ク
リ
ー
ト
容
積
が
少
な
く
な
る
点
で

も
経
済
的
で
す
。こ
れ
ら
を
総
合
的
に
判
断
し
、

P
C
連
続
箱
型
桁
形
式
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

上
部
工
の
施
工
は
両
側
張
出
し
を
採
用

し
ま
し
た
。
図-

2
に
両
側
張
出
し
施
工
の

概
要
図
を
示
し
ま
す
。
張
出
部
は
P
2
、

P
3
橋
脚
と
も
に
17
ブ
ロ
ッ
ク
を
張
出
す
こ

と
と
し
ま
し
た
。

②
よ
し
川
橋
梁

　

 
よ
し
川
橋
梁
は
長
崎
県
大
村
市
を
流

れ
る
二
級
河
川
よ
し
川
を
渡
河
す
る
橋
梁

で
あ
り
、
地
形
条
件
な
ど
か
ら
中
間
部
に

馬
桁
構
造
を
採
用
し
ま
し
た
。
馬
桁
支
間

長
31
m
は
、
整
備
新
幹
線
と
し
て
は
最
長

の
2
径
間
連
続
馬
桁
一
体
Ｐ
Ｃ
箱
桁
橋
で

す
（
写
真-

3
）。

　

橋
梁
形
式
の
選
定
で
は
、
よ
し
川
が
小

規
模
河
川
で
あ
る
た
め
に
河
川
付
替
え

（
流
路
の
変
更
）
も
視
野
に
入
れ
た
比
較

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
河
川
付
替
え
を

行
っ
た
場
合
の
P
P
C
単
純
箱
桁
や
２
径

間
連
続
合
成
桁
、
単
純
合
成
桁
な
ど
と
比

較
し
た
結
果
、
経
済
性
や
施
工
性
か
ら
馬

桁
一
体
式
Ｐ
Ｃ
箱
桁
を
採
用
し
ま
し
た
。

ス
パ
ン
割
り
は
よ
し
川
と
管
理
用
通
路
を

合
わ
せ
た
幅
23
・
5
m
を
左
13
度
の
鋭
角

で
交
差
す
る
た
め
、
橋
長
1
4
0
m
の
長

大
橋
と
な
り
ま
し
た
。
管
理
用
通
路
と
橋

脚
躯
体
の
離
隔
を
極
力
狭
く
す
る
こ
と
で

橋
長
を
可
能
な
限
り
短
く
し
て
い
ま
す
が
、

新
幹
線
の
２
径
間
連
続
馬
桁
一
体
Ｐ
Ｃ
箱

桁
橋
で
は
最
長
で
す
。

　

本
橋
梁
は
図-

3
に
示
す
よ
う
に
橋
長

が
長
く
、
ス
パ
ン
31
m
の
P
C
構
造
の
馬

桁
は
最
大
級
あ
る
こ
と
か
ら
地
震
時
の
挙

動
が
複
雑
に
な
る
た
め
、
耐
震
設
計
に
お

い
て
は
静
的
非
線
形
解
析
に
加
え
、
三
次

元
時
刻
歴
応
答
解
析
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
施
工
時
に
は
、
河
川
を
跨
ぐ
橋
梁

で
あ
る
た
め
、
河
川
上
に
仮
設
構
台
に
よ

る
河
川
覆
工
を
設
置
し
て
支
保
工
基
礎
と

し
ま
し
た
。
上
部
工
の
施
工
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
を
全
6
ロ
ッ
ト
に
分
割
し
て

行
い
、
支
保
工
部
の
支
持
杭
（
Ｈ
鋼
）
は

橋
梁
施
工
後
に
す
べ
て
撤
去
す
る
よ
う
計

画
し
ま
し
た
。
馬
桁
部
は
設
置
さ
れ
る
Ｐ

Ｃ
鋼
材
が
大
容
量
（
19
S
15
・
2
）
で
、

水
平
方
向
の
プ
レ
ス
ト
レ
ス
力
が
非
常
に

大
き
い
た
め
、
水
平
打
継
目
は
設
け
ず
鉛

直
打
継
目
の
み
を
設
け
ま
し
た
。
主
桁
を

構
成
す
る
箱
桁
部
で
は
、
下
床
版
お
よ
び

ウ
ェ
ブ
を
同
時
に
打
設
し
、
そ
の
後
、
箱

桁
内
部
の
支
保
工
を
組
立
て
て
上
床
版
を

施
工
し
ま
し
た
。

③
原
種
架
道
橋

　

長
崎
県
諫
早
市
に
あ
る
原
種
架
道
橋（
写

真-

4
）
は
起
終
点
方
を
ト
ン
ネ
ル
に
挟
ま

れ
た
橋
長
30
m
の
G
R
S
一
体
橋
梁
で
す
。

G
R
S
はGeosynthetic-Reinforced 

Soil

（
補
強
土
）
の
略
称
で
あ
り
、
G
R
S

一
体
橋
梁
は
図-

4
に
示
す
よ
う
に
橋
桁

と
G
R
S
橋
台
が
一
体
化
し
た
門
型
の
橋

梁
で
す
。
こ
の
構
造
は
こ
れ
ま
で
分
離
さ

れ
て
い
た
桁
・
橋
台
・
背
面
盛
土
の
三
者

に
つ
い
て
補
強
材
を
介
し
て
構
造
的
に
一

体
化
し
た
不
静
定
構
造
物
で
あ
り
、
高
い

耐
震
性
と
保
守
性
を
向
上
さ
せ
た
イ
ン
テ

グ
ラ
ル
橋
梁
で
す
。
G
R
S
一
体
橋
梁
の

施
工
順
序
は
補
強
土
橋
台
と
同
様
、
補
強

盛
土
を
施
工
し
た
後
に
橋
台
壁
お
よ
び
桁

部
を
構
築
す
る
た
め
、
橋
台
背
面
盛
土
の

不
同
沈
下
の
影
響
を
大
幅
に
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

本
橋
は
高
規
格
道
路
で
あ
る
島
原
道
路

を
1
径
間
で
跨
ぎ
ス
パ
ン
が
長
い
た
め
、

G
R
S
一
体
橋
梁
の
橋
桁
に
初
め
て
P
C

構
造
を
採
用
し
ま
し
た
。 

　

図-

5
に
原
種
架
道
橋
の
概
要
図
を
示

し
ま
す
。
G
R
S
一
体
橋
梁
は
、
門
型
橋

梁
と
ア
プ
ロ
ー
チ
ブ
ロ
ッ
ク
が
ジ
オ
テ
キ

ス
タ
イ
ル
を
介
し
て
接
合
し
た
構
造
で
す
。

橋
桁
が
R
C
構
造
の
場
合
は
、
橋
桁
の
温

度
伸
縮
量
と
乾
燥
収
縮
量
が
ジ
オ
テ
キ
ス

タ
イ
ル
の
引
張
変
形
量
に
相
当
し
ま
す
が
、

P
C
構
造
の
場
合
は
ク
リ
ー
プ
変
形
が
さ

ら
に
加
わ
り
ま
す
。
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル

の
引
張
変
形
を
低
減
す
る
た
め
に
は
、
プ

レ
ス
ト
レ
ス
の
導
入
に
よ
る
弾
性
短
縮
が

▲ 図-3 よし川橋梁横断図

▲ 写真-3 よし川橋梁全景

▼ 写真-4 原種架道橋全景

橋
桁
と
橋
台
壁
を
一
体
化
す
る
前
に
完
了

し
、
一
体
化
後
も
ク
リ
ー
プ
お
よ
び
乾
燥

収
縮
が
小
さ
く
な
る
構
造
が
適
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
本
橋
は
現
地
で
製
作
し
た

主
桁
を
架
設
し
た
後
、
橋
桁
と
橋
台
壁
の

接
合
部
お
よ
び
主
桁
間
の
中
埋
め
部
を
場

所
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
施
工
す
る
構
造

と
し
ま
し
た
。
本
橋
は
「
P
C
桁
を
用
い

た
G
R
S
一
体
橋
梁
」
と
し
て
、
平
成
30

年
度
に
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
学
会
賞
「
技
術
開
発
賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
（
写
真-

5
）。

お
わ
り
に

　

整
備
計
画
の
決
定
か
ら
約
50
年
が
経
っ

た
令
和
4
年
9
月
23
日
に
、
西
九
州
新
幹

線
は
開
業
を
迎
え
ま
し
た
。
開
業
日
に
各

駅
、
各
地
域
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で

は
開
業
へ
の
喜
び
の
声
が
多
く
聞
か
れ
、

非
常
に
多
く
の
祝
福
を
受
け
西
九
州
新
幹

線
は
開
業
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

建
設
主
体
で
あ
る
鉄
道
・
運
輸
機
構
は

こ
こ
に
至
る
ま
で
国
や
自
治
体
な
ど
関
係

者
の
多
大
な
る
協
力
を
得
る
こ
と
で
、
無

事
に
完
成
・
開
業
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
西
九
州
新
幹
線
の
開
業
に
よ
り
、

観
光
を
は
じ
め
と
し
て
九
州
地
方
内
外
の

人
々
の
移
動
範
囲
が
広
が
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。
こ
の
西
九
州
新
幹
線
が
利
用

者
と
沿
線
の
方
々
に
末
長
く
愛
さ
れ
、
地

域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

げ
ん
し
ゅ
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は
じ
め
に

　
九
州
新
幹
線
（
武
雄
温
泉・長
崎
間
）（
以

下
、
西
九
州
新
幹
線
）
は
佐
賀
県
武
雄
市

と
長
崎
県
長
崎
市
を
結
ぶ
、
線
路
延
長
約

66
㎞
の
路
線
で
あ
り
、
令
和
4
年
9
月
23

日
に
開
業
を
迎
え
ま
し
た
（
写
真-

1
）。

　
西
九
州
新
幹
線
は
新
幹
線
鉄
道
規
格
新

線
（
ス
ー
パ
ー
特
急
）
と
し
て
平
成
20
年
3

月
に
工
事
実
施
計
画
（
そ
の
1
）（
武
雄
温

泉
・
諫
早
間
）
の
認
可
を
受
け
工
事
に
着

手
し
、
平
成
24
年
6
月
に
フ
ル
規
格
と
し
て

諫
早
・
長
崎
間
も
追
加
さ
れ
工
事
実
施
計

画
（
そ
の
1
）（
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
）
の

追
加
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
建
築
、
軌
道
、
電
気
、
機
械

な
ど
の
設
備
工
事
に
つ
い
て
平
成
29
年
5
月

に
工
事
実
施
計
画
（
そ
の
2
）（
武
雄
温
泉
・

長
崎
間
）
の
認
可
を
受
け
、
設
備
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
。

　
西
九
州
新
幹
線
に
お
い
て
、
経
由
地
と
し

て
佐
賀
県
の
武
雄
市
、
嬉
野
市
、
長
崎
県

の
東
彼
杵
町
、
大
村
市
、
諫
早
市
、
長
崎

市
の
2
県
5
市
1
町
を
通
過
し
ま
す
（
図

-

１
）。
そ
の
う
ち
約
6
割
を
ト
ン
ネ
ル
が
占

め
て
お
り
、
明
か
り
区
間
は
橋
梁
・
高
架
橋

お
よ
び
路
盤
区
間
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

設
置
さ
れ
た
駅
は
佐
賀
県
の
武
雄
温
泉

駅
、
嬉
野
温
泉
駅
、
長
崎
県
の
新
大
村
駅
、

諫
早
駅
、
長
崎
駅
の
5
駅
で
す
。
な
お
、
武

雄
温
泉
駅
は
対
面
乗
換
方
式
で
の
開
業
の

た
め
、
新
幹
線
と
在
来
線
を
同
一ホ
ー
ム
で

乗
換
で
き
る
構
造
と
し
て
い
ま
す
。
西
九
州

新
幹
線
の
開
業
に
あ
た
り
、
武
雄
温
泉
〜

長
崎
間
の
所
要
時
間
は
最
速
23
分
と
な
り
、

そ
れ
に
伴
い
、
博
多
〜
長
崎
間
は
30
分
短
縮

さ
れ
最
速
１
時
間
20
分
、
新
大
阪
〜
長
崎

間
は
最
速
3
時
間
59
分
で
移
動
可
能
で
す
。

橋
梁
の
概
要

　
橋
梁
は
R
C
桁
、P
C
･
P
P
C
桁
と
鋼
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
合
成
桁
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

R
C
桁
は
耐
久
性
の
観
点
か
ら
ひ
び
割
れ
を

考
慮
し
て
橋
長
8
ｍ
〜
最
大
20
m
ま
で
と
し
、 

12
m
以
下
の
R
C
桁
で
高
架
橋
の
ゲ
ル
バ
ー

桁
に
採
用
さ
れ
る
場
合
は
2
主
桁
、
15
、
20

ｍ
桁
は
4
主
桁
と
し
て
い
ま
す
。

　
P
C
･
P
P
C
構
造
の
う
ち
単
純
桁
で
は

経
済
性
と
ク
リ
ー
プ
変
形
の
観
点
か
ら

P
P
C
構
造
を
用
い
、
下
路
桁
の
場
合
は
、

下
ス
ラ
ブ
横
締
め
鋼
材
の
定
着
部
で
あ
る
主

桁
下
部
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
す
る
の
を
避
け

る
た
め
、
P
C
構
造
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

連
続
桁
は
、
支
点
上
の
負
の
曲
げ
モ
ー
メ
ン

ト
に
よ
り
桁
上
面
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
す
る

の
を
避
け
る
た
め
、
負
の
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト

区
間
に
対
し
て
は
P
C
構
造
と
し
、
正
の
曲

げ
モ
ー
メ
ン
ト
区
間
に
対
し
て
は
P
P
C
構

造
と
し
て
い
ま
す
。
橋
長
25
〜
45
ｍ
を
T
形

桁
と
し
、
25
〜
35
ｍ
桁
は
4
主
桁
、
40
〜
45

m
桁
は
桁
下
空
頭
の
確
保
と
桁
重
量
の
制
限

か
ら
、
桁
高
を
抑
え
る
た
め
に
6
主
桁
と
し

ま
し
た
。

　
橋
長
45
〜
60
ｍ
の
P
C
桁
は
箱
形
桁
と
し

て
い
ま
す
。
河
川
部
の
橋
梁
は
橋
脚
設
置
位

置
の
制
約
を
受
け
長
ス
パ
ン
と
な
る
た
め
、

P
C
連
続
桁
を
適
用
し
、
桁
高
制
限
が
厳
し

い
箇
所
は
、
鉄
道
に
特
有
の
橋
梁
構
造
形
式

と
し
て
、
P
C
下
路
桁
を
採
用
し
ま
し
た
。

　
西
九
州
新
幹
線
は
在
来
線
、
路
面
電
車

お
よ
び
国
道
と
並
行
も
し
く
は
交
差
す
る
区

間
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
浅
い
斜
角
で
交

差
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

交
差
箇
所
で
は
、
線
路
閉
鎖
あ
る
い
は
通
行

止
め
に
よ
り
桁
を
架
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
重
量
が
軽
く
架
設
が
容
易
な
鋼
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
合
成
桁
を
適
用
し
ま
し
た
。

合
成
桁
に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
連
続
桁
と

し
、
耐
震
性
、
経
済
性
を
高
め
ま
し
た
。

代
表
的
な
橋
梁
の
概
要

①
第
2
本
明
川
橋
梁

　
第
2
本
明
川
橋
梁
は
長
崎
県
諫
早
市
に

位
置
し
、一
級
河
川
本
明
川
や
市
道
、
河
川

の
管
理
用
通
路
を
横
断
す
る
橋
長
2
6
5
m

の
橋
梁
で
す
（
写
真-

2
）。
本
橋
梁
は
本

明
川
と
浅
い
角
度
で
交
差
し
た
線
形
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
河
川
管
理
者
と
の
協
議

に
よ
り
、
河
川
内
へ
の
橋
脚
の
設
置
を
避
け

る
必
要
が
あ
り
、
河
川
交
差
部
の
支
間
長
は

1
1
5
ｍ
、
ス
パン
割
は
75
ｍ
+
1
1
5
ｍ
+

75
ｍ
と
な
り
ま
し
た
。
支
間
長
1
1
5
ｍ
は

整
備
新
幹
線
の
既
開
業
の
連
続
P
C
桁
橋
で

は
最
長
ス
パン
で
す
。

　
本
橋
梁
は
交
差
道
路
と
4
・
6
m
の
空
頭

を
確
保
す
る
条
件
で
過
去
に
整
備
新
幹
線
で

建
設
し
た
長
大
橋
の
施
工
実
績
を
勘
案
し
て
、

P
C
連
続
ラ
ー
メ
ン
橋
と
P
C
連
続
箱
型
桁

の
２
ケ
ー
ス
で
比
較
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

P
C
連
続
ラ
ー
メ
ン
橋
の
場
合
は
、
中
間
橋

脚
に
支
承
・
ス
ト
ッ
パー
が
不
要
と
な
り
維
持

管
理
性
に
優
れ
る
も
の
の
、
ラ
ー
メ
ン
構
造

を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
中
間
橋
脚
の
脚
高

を
高
く
す
る
た
め
に
基
礎
を
深
く
す
る
必
要

が
あ
り
、
結
果
と
し
て
基
礎
の
掘
削
量
が
増

大
す
る
な
ど
経
済
性
で
不
利
と
な
り
ま
す
。一

方
の
P
C
連
続
箱
型
桁
の
場
合
は
、
大
型
の

支
承
・
ス
ト
ッ
パー
が
必
要
と
な
る
た
め
維
持

管
理
性
に
は
不
利
で
す
が
、
浅
い
位
置
に
橋

脚
基
礎
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら

掘
削
量
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

中
間
橋
脚
の
躯
体
の
高
さ
を
低
く
で
き
る
た

め
、
コン
ク
リ
ー
ト
容
積
が
少
な
く
な
る
点
で

も
経
済
的
で
す
。こ
れ
ら
を
総
合
的
に
判
断
し
、

P
C
連
続
箱
型
桁
形
式
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

上
部
工
の
施
工
は
両
側
張
出
し
を
採
用

し
ま
し
た
。
図-

2
に
両
側
張
出
し
施
工
の

概
要
図
を
示
し
ま
す
。
張
出
部
は
P
2
、

P
3
橋
脚
と
も
に
17
ブ
ロ
ッ
ク
を
張
出
す
こ

と
と
し
ま
し
た
。

②
よ
し
川
橋
梁

　

 

よ
し
川
橋
梁
は
長
崎
県
大
村
市
を
流

れ
る
二
級
河
川
よ
し
川
を
渡
河
す
る
橋
梁

で
あ
り
、
地
形
条
件
な
ど
か
ら
中
間
部
に

馬
桁
構
造
を
採
用
し
ま
し
た
。
馬
桁
支
間

長
31
m
は
、
整
備
新
幹
線
と
し
て
は
最
長

の
2
径
間
連
続
馬
桁
一
体
Ｐ
Ｃ
箱
桁
橋
で

す
（
写
真-

3
）。

　

橋
梁
形
式
の
選
定
で
は
、
よ
し
川
が
小

規
模
河
川
で
あ
る
た
め
に
河
川
付
替
え

（
流
路
の
変
更
）
も
視
野
に
入
れ
た
比
較

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
河
川
付
替
え
を

行
っ
た
場
合
の
P
P
C
単
純
箱
桁
や
２
径

間
連
続
合
成
桁
、
単
純
合
成
桁
な
ど
と
比

較
し
た
結
果
、
経
済
性
や
施
工
性
か
ら
馬

桁
一
体
式
Ｐ
Ｃ
箱
桁
を
採
用
し
ま
し
た
。

ス
パ
ン
割
り
は
よ
し
川
と
管
理
用
通
路
を

合
わ
せ
た
幅
23
・
5
m
を
左
13
度
の
鋭
角

で
交
差
す
る
た
め
、
橋
長
1
4
0
m
の
長

大
橋
と
な
り
ま
し
た
。
管
理
用
通
路
と
橋

脚
躯
体
の
離
隔
を
極
力
狭
く
す
る
こ
と
で

橋
長
を
可
能
な
限
り
短
く
し
て
い
ま
す
が
、

新
幹
線
の
２
径
間
連
続
馬
桁
一
体
Ｐ
Ｃ
箱

桁
橋
で
は
最
長
で
す
。

　

本
橋
梁
は
図-

3
に
示
す
よ
う
に
橋
長

が
長
く
、
ス
パ
ン
31
m
の
P
C
構
造
の
馬

桁
は
最
大
級
あ
る
こ
と
か
ら
地
震
時
の
挙

動
が
複
雑
に
な
る
た
め
、
耐
震
設
計
に
お

い
て
は
静
的
非
線
形
解
析
に
加
え
、
三
次

元
時
刻
歴
応
答
解
析
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
施
工
時
に
は
、
河
川
を
跨
ぐ
橋
梁

で
あ
る
た
め
、
河
川
上
に
仮
設
構
台
に
よ

る
河
川
覆
工
を
設
置
し
て
支
保
工
基
礎
と

し
ま
し
た
。
上
部
工
の
施
工
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
を
全
6
ロ
ッ
ト
に
分
割
し
て

行
い
、
支
保
工
部
の
支
持
杭
（
Ｈ
鋼
）
は

橋
梁
施
工
後
に
す
べ
て
撤
去
す
る
よ
う
計

画
し
ま
し
た
。
馬
桁
部
は
設
置
さ
れ
る
Ｐ

Ｃ
鋼
材
が
大
容
量
（
19
S
15
・
2
）
で
、

水
平
方
向
の
プ
レ
ス
ト
レ
ス
力
が
非
常
に

大
き
い
た
め
、
水
平
打
継
目
は
設
け
ず
鉛

直
打
継
目
の
み
を
設
け
ま
し
た
。
主
桁
を

構
成
す
る
箱
桁
部
で
は
、
下
床
版
お
よ
び

ウ
ェ
ブ
を
同
時
に
打
設
し
、
そ
の
後
、
箱

桁
内
部
の
支
保
工
を
組
立
て
て
上
床
版
を

施
工
し
ま
し
た
。

③
原
種
架
道
橋

　

長
崎
県
諫
早
市
に
あ
る
原
種
架
道
橋（
写

真-

4
）
は
起
終
点
方
を
ト
ン
ネ
ル
に
挟
ま

れ
た
橋
長
30
m
の
G
R
S
一
体
橋
梁
で
す
。

G
R
S
はGeosynthetic-Reinforced 

Soil

（
補
強
土
）
の
略
称
で
あ
り
、
G
R
S

一
体
橋
梁
は
図-

4
に
示
す
よ
う
に
橋
桁

と
G
R
S
橋
台
が
一
体
化
し
た
門
型
の
橋

梁
で
す
。
こ
の
構
造
は
こ
れ
ま
で
分
離
さ

れ
て
い
た
桁
・
橋
台
・
背
面
盛
土
の
三
者

に
つ
い
て
補
強
材
を
介
し
て
構
造
的
に
一

体
化
し
た
不
静
定
構
造
物
で
あ
り
、
高
い

耐
震
性
と
保
守
性
を
向
上
さ
せ
た
イ
ン
テ

グ
ラ
ル
橋
梁
で
す
。
G
R
S
一
体
橋
梁
の

施
工
順
序
は
補
強
土
橋
台
と
同
様
、
補
強

盛
土
を
施
工
し
た
後
に
橋
台
壁
お
よ
び
桁

部
を
構
築
す
る
た
め
、
橋
台
背
面
盛
土
の

不
同
沈
下
の
影
響
を
大
幅
に
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

本
橋
は
高
規
格
道
路
で
あ
る
島
原
道
路

を
1
径
間
で
跨
ぎ
ス
パ
ン
が
長
い
た
め
、

G
R
S
一
体
橋
梁
の
橋
桁
に
初
め
て
P
C

構
造
を
採
用
し
ま
し
た
。 

　

図-

5
に
原
種
架
道
橋
の
概
要
図
を
示

し
ま
す
。
G
R
S
一
体
橋
梁
は
、
門
型
橋

梁
と
ア
プ
ロ
ー
チ
ブ
ロ
ッ
ク
が
ジ
オ
テ
キ

ス
タ
イ
ル
を
介
し
て
接
合
し
た
構
造
で
す
。

橋
桁
が
R
C
構
造
の
場
合
は
、
橋
桁
の
温

度
伸
縮
量
と
乾
燥
収
縮
量
が
ジ
オ
テ
キ
ス

タ
イ
ル
の
引
張
変
形
量
に
相
当
し
ま
す
が
、

P
C
構
造
の
場
合
は
ク
リ
ー
プ
変
形
が
さ

ら
に
加
わ
り
ま
す
。
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル

の
引
張
変
形
を
低
減
す
る
た
め
に
は
、
プ

レ
ス
ト
レ
ス
の
導
入
に
よ
る
弾
性
短
縮
が

▲ 図-5 原種架道橋の概要図

▲ 図-4 GRS一体橋梁の構造概要

▲ 写真-5 プレストレストコンクリート工学会賞「技術開発賞」

橋
桁
と
橋
台
壁
を
一
体
化
す
る
前
に
完
了

し
、
一
体
化
後
も
ク
リ
ー
プ
お
よ
び
乾
燥

収
縮
が
小
さ
く
な
る
構
造
が
適
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
本
橋
は
現
地
で
製
作
し
た

主
桁
を
架
設
し
た
後
、
橋
桁
と
橋
台
壁
の

接
合
部
お
よ
び
主
桁
間
の
中
埋
め
部
を
場

所
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
施
工
す
る
構
造

と
し
ま
し
た
。
本
橋
は
「
P
C
桁
を
用
い

た
G
R
S
一
体
橋
梁
」
と
し
て
、
平
成
30

年
度
に
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
学
会
賞
「
技
術
開
発
賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
（
写
真-

5
）。

お
わ
り
に

　

整
備
計
画
の
決
定
か
ら
約
50
年
が
経
っ

た
令
和
4
年
9
月
23
日
に
、
西
九
州
新
幹

線
は
開
業
を
迎
え
ま
し
た
。
開
業
日
に
各

駅
、
各
地
域
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で

は
開
業
へ
の
喜
び
の
声
が
多
く
聞
か
れ
、

非
常
に
多
く
の
祝
福
を
受
け
西
九
州
新
幹

線
は
開
業
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

建
設
主
体
で
あ
る
鉄
道
・
運
輸
機
構
は

こ
こ
に
至
る
ま
で
国
や
自
治
体
な
ど
関
係

者
の
多
大
な
る
協
力
を
得
る
こ
と
で
、
無

事
に
完
成
・
開
業
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
西
九
州
新
幹
線
の
開
業
に
よ
り
、

観
光
を
は
じ
め
と
し
て
九
州
地
方
内
外
の

人
々
の
移
動
範
囲
が
広
が
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。
こ
の
西
九
州
新
幹
線
が
利
用

者
と
沿
線
の
方
々
に
末
長
く
愛
さ
れ
、
地

域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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